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研究成果の概要 

本研究ではペプチド核酸（PNA）の配列解析法を確立し、それを利用した機能性 PNAアプタマ

ーの開発を目指している。本年度は昨年度に引き続き PNAの配列解析法について主として検討

を行った。 

前年度の結果から、天然塩基を持つ PNA10量体の配列解析が可能であることがわかった。本

年度はまず鎖長の影響について検討を行った。我々が開発した人工核酸であるセリノール核酸を

用いて 10量体より長い鎖長を持つ配列の解析が可能かどうかを検討した。まず、ランダム鎖長を

伸長した場合、分子数の低下に伴い配列解析が出来ないことがわかった。一方、配列を分割して

別々の DNAで配列解析を行ったところ、より長い鎖長であっても配列解析が可能であることがわ

かった。従って、PNAにおいても同様の検討を行うことでより長い鎖長を持つ PNAの配列解析が

期待できる。 

また、前年度に引き続き修飾塩基を導入した PNAの配列解析について検討を行った。具体的

にはシアヌル酸及びピレニルウラシルを PNAに導入した。これらはチミン同様の水素結合部位を

持つため、アデニンとの塩基対形成が期待できる。一方、シアヌル酸は水素結合、ピレニルウラシ

ルは蛍光性官能基を持つため、これらの配列解析が実現すれば天然塩基では持ち得ない機能を

持ったアプタマー開発が期待できる。実際これらの修飾塩基を導入した PNAを配列解析したとこ

ろ、相補的な配列情報が得られたことから、これらの修飾塩基導入 PNAの配列解析が可能である

ことがわかった。一方、ピレニルウラシルを複数導入した PNAは疎水性が高いため精製が困難で

あることがわかった。今後は、親水性や二重鎖安定性と機能性を併せ持つ修飾塩基を探索してい

く予定である。 

また、新たな DNA光架橋法に関する論文を発表した。今後、同様の金属錯体を導入した PNA

についても検討を行いたいと考えている。 
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